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(C) 2014/6/1-2014/10/1
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(D) 2014/10/1-2015/4/11
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A B C D

滑りは停滞している．

・2014年5月のモーメントの増加は短期的スロースリップによる

国土地理院

豊後水道ゆっくり滑りによるプレート境界面上の滑り分布（２）

時間依存インバージョンによる推定（暫定）

モーメントの時間変化

Mw6.2

Mw6.4

5/1 7/1 9/1 11/1

x10
18

Nm

2015/1/1 3/1 5/1

プレート境界面上の滑り分布

・各期間の累積の滑り量を等値線（黒実線）で示している（等値線間隔：2cm）．
・黒矢印は陸側プレートのフィリピン海プレートに対する動きを示す．
・黒破線は沈み込むフィリピン海プレート上面の等深線（弘瀬・他, 2007, 地震2）．

20 km
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34̊
40 km
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(A) 2014/4/1-2014/5/1

20 km

40 km

20 km20 km
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(B) 2014/5/1-2014/6/1

20 km

40 km
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